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№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ 40歳未満 4 7.0
２ 40歳～44歳 3 5.3
３ 45歳～49歳 2 3.5
４ 50歳～54歳 5 8.8
５ 55歳～59歳 6 10.5
６ 60歳～64歳 17 29.8
７ 65歳～69歳 15 26.3







№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ 定年退職 14 24.6
２ 専業主婦 15 26.2
３ 常勤 11 19.3
４ 非常勤 5 8.8
５ パートタイム 5 8.8









№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ 2004（平成16）年度 15 26.3
２ 2005（平成17）年度 7 12.3
３ 2006（平成18）年度 10 17.5
４ 2007（平成19）年度 11 19.3
５ 2008（平成20）年度 6 10.5
６ 2009（平成21）年度 4 7.0







№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ １回 42 73.7
２ ２回 6 10.5
３ ３回 2 3.5
４ ４回 1 1.8
５ ５回 0 0.0
６ ６回 0 0.0









№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ とてもよかった 15 26.3
２ よかった 23 40.3
３ ふつう 12 21.1
４ よくなかった 1 1.8
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№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ とても役に立った 16 28.1
２ まあ役に立った 19 33.3
３ かわらない 11 19.3
４ 役に立たなかった 6 10.5





















































































№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ とても必要だと思う 36 63.1
２ どちらかと言えば必要 19 33.3
３ 特に必要だとは思わない 1 1.8







































№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ 活動を行っている 37 64.9








































































































№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ あったほうがよい 23 40.3
２ ないほうがよい 9 15.8

































































































































№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ 無償ならする 3 5.3
２ 報酬にこだわらずにする 27 47.3
３ 報酬があればする 2 3.5
４ しない 18 31.6














№ 階　　　級 件数 ％（全体）
１ 各町内会での親子の居場所づくり 24 42.1
２ ファミリーサポートセンターの提供会員になる 26 45.6
３ 子育て支援センターでの手伝い 33 57.9
４ その他 3 5.3
無回答 6 10.5
サンプル数（％ベース） 57 100.0
だいても結構です。
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償ならするが現在は無理かと思う。（時間的に）民
生児童委員と地区の子育てサロン、いきいきサロ
ンのボランティア等をやっている。」という記述が
あり、消極的な選択ではなく、すでに積極的に子
育て支援に参加しているがための選択というケー
スもみられた。
第３章　諫早市子育て支援サポーター養成講座の
成果
　日本では、第二次世界大戦終結後からしばらく
の間、あまり高いとはいえなかった人権意識のも
と、国民の福祉は行政にお任せの時代が長く続き、
自分で考えなくても自分で行動しなくても、困っ
た時は家族や親せき、行政がなんとかしてくれる
という、担保のない安心にすがる事ができた時代
が続いた。しかしこの20年に、地域も人のこころ
も大きく様変わりし、他者のためにこころを砕く
余裕は奪われ、虐待や不適切な養育等により、将
来を託す子ども達に大きなしわ寄せが及ぶように
なった。
　すがっていた安心に担保がなかった事が明らか
になった今、市民の一人ひとりが、その持てる力
に気付き、地域で活かし、行政とともに地域を支
え、自分が暮らしている地域を誰もが安心して暮
らせる場へと発展させることが求められている。
　これまでの諫早市子育て支援サポーター養成講
座の主たる受講者は、50代後半から60代の女性た
ちであった。この年代の女性たちは、まさに日本
各地でボランティアや市民活動を支えてきた層で
はあるが、男女差別が公然とまかり通っていた頃
に幼少期を過ごしてきた年代でもある。そのため
に、女性として人前で自分の思いや意見を自由に
話すということを苦手とするという傾向は強い。
とりわけ、大人数の場ではなかなか自分の意見を
話す事は難しく、一人ひとりの個性やさまざまな
能力を発揮するに至らないまま、子育て支援への
思いだけをもち、参画には至らないというケース
が多かったのではないだろうか。
　そこで我々は、この講座の受講生一人ひとりが、
地域の子育て環境の状況やそこで生じている問題
を理解したうえで、状況を変えるために自身の持
てる力を地域で発揮できるようなアプローチを試
みた。その多くは、グループワークによるもので、
少人数で他の参加者と語り考え、課題解決にむけ
た共同作業を通して体験型学習をすすめるという
ワークショップ形式を多く取り入れた。また、ア
サーティブなコミュニケーションに関する内容も
取り入れ、受講生が講座を安心安全な場として認
識し、講座以外の場所でも他者と対等な関係性を
大切にして、なるべく自己開示が出来るような環
境を整えることにも配慮した。
　今回のアンケートはこの様な我々の実践を問わ
れるものでもあったが、概ね以下のような項目に
関して理解を深めてもらいつつ、幾つかの成果を
上げることができたのではないだろうか。
・これまで私的な事と考えられてきた「子育て」
に、地域ぐるみの支援が必要。
・孤立した子育て環境の中では、子どものこころ
が育ちにくいという事実。
・孤立した子育てを防ぐための、子どもを育てて
いる保護者の保護の重要性。
・子育て支援は、行政と市民が協働して担ってい
くものであるという認識。
　受講生に対するおもな成果としては次のように
考える４。
①グループワークを中心とした参加型の講座で、
受講生各自が積極的に発言し、他者と交流する
力を一層引き上げることができた。
②学びのなかで参加者同士が交流を深め、そこで
多くの刺激を受けて自分で活動を始めた人もい
れば、既存の活動に積極的に関わり始めた人も
いた。
③受講生の学びの意欲が向上し、新しい講座の内
容についても主体的・積極的に考えるように
なった。
　また諫早市に対しては、具体的かつ有効な親支
援策のひとつとして認識されていたＮＰプログラ
ムを、講座受講生のみならず、諫早市内の幾つか
の私立保育所の関係者にも紹介し、さらに諫早市
の委託を受けてファシリテーター養成講座を開催
し、子育て支援サポーター養成講座受講生を、Ｎ
Ｐプログラム開催時の子育て支援ボランティアと
して登録する基礎を作ることが出来たことは、大
きな意味があったと考える。
おわりに　地域における子育て支援ボランティア
養成の課題
　子育て支援の最終的なねらいは、親の負担軽減
ではなく、親の負担を軽減して、親が子どもにゆ
とりを持って接する環境を整え、子どものこころ
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とからだを育める養育環境を整えることにある。
そのためにも、親自身があるがままの自分を受け
入れ、子どもを受け入れ、子育てが楽しめるよう
に支援し、子どもが地域の多様な人びととの関わ
りあいのなかで成長できる場をつくる事が大切で
ある。この関わりあいの場を、地域の創意工夫で
作り出すことができるかどうかが、これからの子
育て支援の重要な課題である。言い換えれば、人
間開発と言う視点で住民が学ぶ場や機会を維持し
進展させることを要として、地域全体を子育て支
援を起点に、ハード面、ソフト面で底上げしなが
ら、高齢化の問題にも対応できる支えあう地域と
して発展させることが求められているのである。
　そのためにも、これから中央保育所子育て支援
センターが中心となった、子育て支援サポーター
養成講座の継続的な開催や、「いさはや子育て応援
プラン」後期計画に基づき地域に密着した循環型
の子育て支援モデルが構築され、父親や地域の男
性の子育て支援への参画促進、これから親になる
大学生や高校生への効果的なアプローチが模索さ
れることを切に願う。
　さらに言えば、かつて諫早市が地域全体を巻き
込んだ身近な子育て支援の場として、地区社協と
ともに活動の場を広げようとしていた『子育て支
援委員会』を再興し、支えあう地域づくりの強固
な基盤とされることを心から願っている。
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